学習シート「アイスプラネット」③
二年（　　）組（　　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　）

学習のめあて　　◎　登場人物の言動に注目して、人物の関係や心情の変化をとらえよう。
　　　　　　　　◎　登場人物の考え方や生き方などについて、自分の経験と関連づけて考えを持とう。
☆本日のテーマ『「ぐうちゃん」の言動から、その考え方や「僕」に対する気持ちを考えよう』

一　「５」場面（P25L7～）の「ぐうちゃん」から「僕」に届いた手紙について考えよう。
　①　手紙の中で、「ぐうちゃん」が「僕」に、何を伝えようとしているかが分かる表現を指摘しよう。また、それらの表現から考えらえる、「伝えようとしていること」とはどういうことだろう。

	伝えようとしていることが分かる表現
	「僕」に伝えようとしていること

	
	


　②　「若いうちに勉強をたくさんして、～『不思議アタマ』になって～」（P26L15）とはどういうことだと思いますか。「勉強をする」のに『不思議』とはどういうことでしょうか。
	　


　③　①の内容から、手紙全体で、「ぐうちゃん」は「僕」にどのようなことを伝えようとしているか、まとめてみよう。
	


二　「１」～「４」場面で、「僕」が見てきた「ぐうちゃん」の心情を考えよう。
	場面・様子
	ぐうちゃんの心情

	「１」場面
〇　「でもまあもう少し」（P19L8）
	

	「２」場面
〇　「細い目をめいっぱい見開くように」（P19L18）
〇　「力の籠った話し方」（P20L20）
	

	「４」場面
〇　「何も言わずに僕の手を握りしめ、力の籠った強い握手をして～」（P25L3）
	


三　ここまでの内容から、「ぐうちゃん」が旅に行く理由を考えよう。
	　


まとめ　　◎　「ぐうちゃん」の考え方や、「僕」に伝えようとしていることを考えられましたか？
【考え方の例】
一　①【表現→伝えようとしていること】〇あのときの話の続きだ（P26L1）→「僕」がほら話だと決めつけた話について伝えたい　〇　厳しい自然に生きている人だけが目にできる（P26L9）→日本で暮らすだけでは見えないことがある　〇　『不思議アタマ』になって（P26L17）→好奇心を持つ人になってほしい　〇　自分の目で確かめてほしいんだ（P27L1）→世の中のいろいろなものごとを、自分自身で体験してほしい　〇　ぐうちゃんの力強い文字が（P27L3）→手紙に書いたことは、ぐうちゃんの真剣な思いであること　②勉強や本を読むことで、知識を増やし、その知識を自分自身で確かめようとする好奇心を持ってほしいということ。　③自分の信じられる範囲だけの常識で小さくまとまらないで、好奇心を持って世界に飛び出し、自分自身でさまざまなことを確かめようとする人になってほしいと、真剣に思っている。　二　「１」場面…もう少し、世界に行って自分でいろいろ見聞きして回りたい。　「２」場面…自分が見聞きしてきた信じられないような話を「僕」に伝えたい　→　「僕」に世界への興味を持ってもらいたい　「４」場面…言葉では伝わらないから、「僕」のために本物を見せてやりたい　三　「ぐうちゃん」は「僕」への手紙に書いたように、本を読んで知識を蓄えては、好奇心を持って素晴らしいことが満ち満ちている世界に飛び出すことを喜びとしている人だから。
学習シート「アイスプラネット」④
二年（　　）組（　　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　）

学習のめあて　　◎　登場人物の言動に注目して、人物の関係や心情の変化をとらえよう。
　　　　　　　　◎　登場人物の考え方や生き方などについて、自分の経験と関連づけて考えを持とう。
☆本日のテーマ『物語に描かれている「ぐうちゃん」の生き方について、自分の考えを持とう』

一　「僕」の「父」と「母」は、「ぐうちゃん」の生き方をどのように思っているのだろう。P19やP23の「父」や「母」の言葉を参考に考えよう。
	父・・・「～日本の中にいたら気がつかないことがいっぱい見えているんだろうね。なんだかうらやましいような気がするな。」（P23L15）
→　

	母・・・「ちゃんと就職して早く独立しなさい」（P19L6）・「～大人になっても毎日働かなくてもいいんだ、なんて思って勉強の意欲をなくしていったとしたら～」（P23L20）
→　


二　「一」の課題から、「ぐうちゃん」ような、機会を見つけて旅に出るような生き方についていくつかの見方ができることが分かります。
　　あなた自身は、「ぐうちゃん」のような生き方について、どのように考えますか。これまでの自分の体験と、物語の中の内容を関連させながら意見を書いてみよう。

	　


まとめ　　◎　物語の内容について、自分の経験と比較しながら考えを持つことができましたか？
【考え方の例】
一　【父】広く世界をまわることで、同じところにとどまっていたのでは知ることのできないことを知ることができるのは、うらやましい。　【母】自分一人の力で生活することができないのは悪いことだ。勉強することや毎日働くことは、自分一人の力で生活するためには必要なことだから、ぐうちゃんの生き方は、「僕」にまねしてほしくない。　二　わたしはこれまで、保育園から小学校、そして中学校と、環境が変わり、周囲の友だちが変わるごとに、とても大きな成長ができたと思う。ところが、大人になり、同じところでずっと働くようになると、そのような環境の変化による成長が少なくなってしまうのは、もったいないと考える。「ぐうちゃん」が「僕」への手紙に書いていた通り、『世界は楽しいこと、悲しいこと、美しいことで満ち満ちている』のだとすれば、わたしは、それを一生体験していきたいと思う。

学習シート「枕草子」①
二年（　　）組（　　　　）番　氏名（　　　　　　　　　　　）

学習のめあて　　◎　古典の時代の作者の感覚に触れ、自分が感じる四季の趣と比べてみよう。
☆本日のテーマ『知識としての「枕草子」「清少納言」を知り、本文の正しい音読を知る』

一　教科書P33や国語便覧などを利用して、「枕草子」「清少納言」について分かったことをあげよう。ただし、調べた中で意味の分からない言葉が出てきたときは、言葉についても調べよう。
	「枕草子」・・・


	「清少納言」・・・



二　教科書P32・33の「古文」を音読してみよう。また、すべての文章を暗唱しよう。
三　教科書P32・33の「現代文」と「古文」を読み比べ、特徴的な語句の意味を確かめよう。
	語　　句
	意　　味

	あけぼの
	

	やうやう
	

	山ぎは
	

	さらなり
	

	なほ
	

	をかし
	

	山の端
	

	あはれ
	

	まいて
	

	はた
	

	つとめて
	

	さらでも
	

	つきづきし
	


四　この文章を最初に読んだ感想を書いてみよう。
	

	

	

	

	

	

	

	

	


まとめ　　◎　「枕草子」や「清少納言」について知り、正しい音読の方法について理解できましたか？
【発展課題】　余力があったらやってみよう。

☆　国語便覧などを参考に、「をかし」と「あはれ」の違いを説明してみよう。
	


【考え方の例】
一　【枕草子】〇　平安時代中期の随筆（作者が思ったことを書き連ねた文章）。　〇　作者が宮中（天皇の屋敷）に勤めていたころに見聞きしたことなどを題材にしている。　【清少納言】〇　平安時代中期（西暦一千年頃）の女性。　〇　一条天皇の中宮（夫人）である「定子（ていし）」に仕えた。　〇　父や祖父は高名な歌人であった。　二　「あけぼの」…明け方。空が明るくなってきたころ。　「やうやう」…だんだん。　「山ぎは」…空の、山に接しているあたり。　「さらなり」…さ（そうで）あるなり。もちろん（良いの）である。　「なほ」…なおさら（よい）。　「をかし」…（わくわくするほど）良いものだ。　「山の端」…山の、空と接しているあたり。　「あはれ」…（しみじみほど）良いものだ。　「まいて」…まして。　「はた」…また。　「つとめて」…早朝。人々が活動し始めるころ。　「さらでも」…そうでは（雪も霜も）なくても。　「つきづきし」…似つかわしい。（冬の朝に）ふさわしい。

